
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
材料（必要なもの） 

☆２進法シート（両面印刷（短辺を綴じる）） 
☆０１シート（両面印刷（短辺を綴じる）） 
☆ハサミ 

 
１ 「１０進法と２進法」の解説 

授業の初めに１０進法と２進法の「桁の重み」について、５分ほどで解説を行います。この段階では、

まったく理解されなくてもかまいません。必要な事項のみに絞って、できるだけ短くなるように解説し

ましょう。 

  

２ 「２進法シート」を用いた実践 

 シートを配布し、上下に谷折りさせます。「キリトリ」線に従って、ハサミで切れ目を入れていきます。 

 見開きにし、まず点の並びの法則性を発見させます。「左に点を加えるとしたら、点はいくつ必要？」という発

問でよいでしょう。 

次に、「５」や「９」を２進法で表現するにはどうすればよいか、考えさせます。 

   

次に、０から３１まで、各自のペースで数え上げを行わせます。どのようなパターンで数え上げが行

われるか注意して行わせてください。  

 

#タグ 

情報のディジタル表現 ２進法 アクティブラーニング 

２進法を体感して、理解する。 

「コンピュータ内部では、すべての情報が０と１とで表現される。１０進法で表された数字を２進法に変換せよ。」といきな

り言われても、高校生の多くは戸惑ってしまうのではないでしょうか。シートや協調的なグループ活動をとおして、２進法の

「桁の重み」の理解を促した後に、演習問題を提示しましょう。 



３ 「３ビット・ガールズ」結成 
 「０」と「１」を表裏に印刷したプリントを各生徒に配布します。次に、４人グループを作ります。

１人は数え上げリーダー、残りの３人は３ビット・ガールズを結成させます。タブレット端末やスマー

トフォンを使用できる学校であれば、リーダーは数え上げながらビデオを撮影すると、グループの集中

力はより高まります。 
はじめは教室中央前方にいる１グループを指名し、見本とします。教員は１０進法で０から７までゆ

っくり数え上げ、見本グループが正しく０１シートで表現できるか確かめます。終了後は、７から０ま

でカウントダウンします。自信のない生徒には、「２進法シート」を再参照するよう指示を出します。 
 各グループで０から７までの数え上げを行います。うまくいったら各担当を交代させます。上達した

グループのリーダーはランダムに１０進法で数字を示し、２進法で表現させます。 

    
※上の写真は許可を得て掲載しています。  

 
４ 演習問題で定着 
 プリント演習で知識を定着させます。大問は次の４つとします。 

 
①２進法から１０進法への変換。 
②１０進法から２進法への変換。（３１以下の数字） 
③教科書に掲載されている１０進法から２進法への変換計算。（解説不要。なぜ２で割った 
あまりが、順に１の位から積み上げられるのかについては考えさせる。） 

④１０進法、２進法、１６進法の対応表穴埋め。（１６進法については各自教科書参照。） 

 
 グループに分け、プリント問題を解かせます。解けない生徒がいる場合は、学び合いを促します。 
事前に、「最後の確認問題でグループ全員が満点を取る」ことを目標として伝えておきます。 

 
 
参考文献１：アンプラグドコンピュータサイエンス 「点を数える（２進数）」 

（Tim Bell,Ian H.Witten and Mike Fellows 著 兼宗 進 監訳、久野 靖 追補） 
参考文献２：情報科準備室～小原研究室 「 http://www.johoka.info 」 （小原 格 著） 
参考文献３：アクティブラーニング入門（小林昭文 著） 

 

コツ（留意点） 

 「桁の重み」を理解できるかどうかがポイントです。いずれの段階も、「桁の重み」に気

がつくことを目標にしています。 
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